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本
秘
情
的

食
品
V

で

い

〈

で

し

ょ

守

徹

一

悔

恨

忽

せ

し

か

し

，

こ

れ

か

ら

は

た

勾

泌

を

行

な

い

、

て

い

ニ

う

と

思

い

a

?

附

説
内
怜
係
等
ザ
ゐ
と
い
う
こ
と
に
や
し
て
い
い
か
な
け
れ
ば
な
り
家
こ
の
よ
う
会
ぷ
と
が
や
い
よ
後
ル
し
て
鴇
せ
る
出
向
づ
〈
。

と
ど
ま
る
二
と
な
〈
、
間
味
ん
M
V
.
世

m誕
の
方
々
に
も
保
う
汽
市
町
門
会
械
に
諮
凋
を
棋
の
か
と
勺
と
し
て
時
n
%
と
公

"

“

生

比

聴

存

の

同

協

附

筑

後

後

よ

〈

m晴
樹

mし
て
援
し
て
い
〈
こ
と
が
大
倒
念
品
捌
盗
必
徐
大
島
々
低
波
色
省
内

い
な
だ
丞
‘
絡

ηし
セ

い

た

だ

と

の

よ

令

州

、

す

。

て

い

ま

す

.

化

ae
た
い
と
忽
H

t
す
。
既
削
機
滋
A
V
憎
叩
出
向
織
的
安
時
と
災
し
い
肱
と
S
れ
H
仇
術
家
に

公
礎
的
防
械
は
、
一
白
人
あ
拘
均
し
て
の
公
調
出
婦
、

m
R
液
晶
町
駅
の
鵠
皐
れ
な
魚
崎
州
総
務
も
が
瑚
今

考

e平
方
J
p
i
e
p
M
ゆ
ま
で
応
げ
潟
鯛
に
Z
へ
タ
タ
ー
ん
の
広
谷
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
.

瀞的E思伊mtはa訴事長イれでいゥばい。

党議かい臼ざL<:i!'わやかな紬がいこい的ひとと i与をすお L:ませて〈れる

一-イ子叙沼滋歩i!!にて一一

蝿 蜘

A
V
鳳
掛
か
役
続
と
公
開
は
、
私
た
%
に
や
す
ら

vo
令
与
え
て
〈
白
申

晶

れ

志

す

.

品

A
W
闘
問
調
壌
の
破
繍
と
公
謬
が
問
閣
情
叫
窃
れ
て
い
る
今
袋
、
品

晶
緩
い
的
場
を
ど
の
よ
悶
つ
に
暗
部
し
て
い
、
〈
か
舟
耐
え
て
み
た
品

φ
い
と
思
い
ま
す
e

丘
中

之
の
か
け
が
え
の
な
い
訟
な

%
の
対
砲
を
守
る
た
め
‘
昭
初

絡
を
多
〈
す
る
た
め
に
‘
A
Y

勺
じ
ゃ
っ
ば
き
な
ど
甥
紬
衡

を
輔
え
る
工
事
も
行
会
い
志

す
.

"

'

雌

都

幽

黒

須

会

周

工

事

費

は

一

帯

方

向

ゃ

う

ζ

の
会
繍
M
M
総
枠
制
帰
禽
戒
し
も
誕
百
首
再
処
留
め
繍
助
金

プ
!
ル
め
付
近
江
で
や
‘

て

い

ま

す

働

マ

事

笈

摺

漉

激

増

一
品
汚
上
村
切
の
チ
叙
管
関
野
取
締
閑
地
先
的
手
資

泌
治
織
を
工
事
安
五
千
万
問

殺
人
し
て
鴻
織
の
て
い
ま
守
，

今
集
成
の
γ
一
事
は
問
先
制
刊

紙
闘
納
品
先
-a
で
の
媛
供
約
一

.
U
Z

キ
q
j
1
ト
ル
で
ψ
“炉、

納
付
必
然
怜
ゆ
み
鍵
沼
公
翻
か
ら
五

本
松
公
M
州
2
命
令
艇
誕
地
鳴
さ
れ
志

す‘
判
品
積
‘
治
川
砂
川
端
愉
叫
蝋
W
の
価
四

お
の
お
と
ず
れ
血
管
紛
民
、
潟

紙
袋
公
潟
の
鍵
備
を
い
そ
い
抑
令

い
a泌
す

@

現
設
、

xwゆ
令
織
の
て
い
る

公
擦
は
‘
手
賀
川
郷
A
A
織
と
4
T
帽問

機
滋
ψ
潟
の
エ
ヵ
婦
で
十
が
‘

逝
て
務
総
府
出
掛
緯
涯
の
水
持
出

で
す
婚明

る
い
体
滋
繊
同
の
バ
!
d
J

争
{
凶
ロ
よ
け
加
が
総
統
し
.

議
た
‘
体
想
婦
と
し

て
広
織
か
嶋
市
蝋
け
.
ム
ず
卑
緩

や
担
保
師
会
遣
吻
て
い
ま
?
"

撤
略
物
滋
の
濁
掴
m
M
M
娘
、
し

だ
れ
酬
や
っ
つ
じ
も
ア
カ
シ

ヤ
&
ど
そ
轍
え
ヱ
十
e

v
e
a持
出
会
網
棚

働
側
織
の
鴎
辺
口
辺
倒
帽
ゃ
あ

ず
ま
総
・
ベ
ン
チ
な
ど
舎
町
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慢
し
、
ぬ
然
舎
飾
品
か
し
た
公

閣
に
し
ま
す
時
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て
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け
れ
ば
な
り
怠
せ
ん
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し
か
し
、
ニ
久
治
均
の
人
口

諸
行
合
間
防
水
し
て
い
れ
ぐ
必
耐
測
が

あ
る
わ
け
で
す
，

u
v
a
ぜ
ん
で
し
た
~
.
公
帽
怖
に
は

mBm公
仰
の
銘
H
h

紬
と
お
喝
の
不
足
が
縁
台
去
、
内
然
公
繍
測
が
あ
り
£
す
働

の
仙
沼
総
会
お
げ
や
か
ず
も
の
と
す
例
代
縫
公
知
合
句
穏
に
そ
吻

し
て
路
線
H

守
れ
て
也
恐
怖
句
わ
け
で
て
総
統
伐
M
精
子
特
例
俊
之
で
の

z

f
明
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殺
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m
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際
問
問
幾
康
保
徐
被
鎌
倹
者
狂

的
経
新
は
、
一
一
一
関
口
十
日

i
コ一月

三
十
一
白
ま
で
行
な
い
ま
す
@

投
〈
の
A

常
務
で
乎
銃
撃
を
し
て

新
し
い
被
保
体
問
者
証
と
紋

q
か

え
て
〈
付
ん
さ
い
。

現
在
使
間
附
し
て
い
る
被
保
体
問

者
紙
片
川
、
問
問
月
一
設
か
ら
僚
側
聞

で
き
を
く
な
り
ま
す
刊
で
ご
絞

殺
〈
だ
き
い
a

ま
た
、
回
国
民
線
離
収
用
阿
見
開
肉
食

品
明
は
ま
す
ま
す
抽
出
し
く
な
っ
て

い
ま
す
a

そ
こ
で
、
同
偶
然
秘
的

納
税
は
、
柿
閉
鎖
問
脳
内
に
必
ず
品
納

付
く
だ
さ
る
よ
う
お
綴
い
し
ま

す
a国

民
総
幾
何
部
品
開
姉
棋
倒
陣
叫
問
者
液

凝
新
会
場
に
お
い
て
、
仙
例
制
税
制
相

訟
を
行
者
い
ま
す
的
で
ご
訓
刊
緩

く
だ
さ
い
。
(
関
係
年
金
剤
師
)

市
削
は
、
消
噛
拭
翁
的
み
な
き
ん

に
滋
賀
生
滋
に
間
同
す
る
知
識
を

身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め
、

治
資
お
淡
畿
を
行
な
い
ま
す
a

v箆
臨
時
一
一
…
月
十
一
ニ
臼
M

〈
木
)

午
約
十
時
吋

軍
場
所
関
東
銀
行
我
孫
子
支

市
拘
(
天
来
品
川
開
帆
か
ら
徒
歩
二

分〉

wv
テ
!
?
家
縫
凝
と
隊
樹
君

wv
鴎
締
蹴
倒
干
柿
情
火
学
医
添
飾
品
位

校
野
拭
瀬
一
郎

四

v
参
加
方
法
直
也
情
念
場
に
お

い
ず
く
だ
き
い
後
会
縄
問
は
祭

料
で
す
。

漁脚持
4
4
令
(
市
問
機
)
年
金
山
川

も
受
然
資
出
惜
柑
期
間

揃
刷
排
持
年
金
を
受
け
よ
う
と
す

る
公
約
慰
金
制
制
度
的
紛
入
棚
期
総

が
一
年
以
上
あ
り
、
次
め
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
も
の
。

ω逸
材
持
叫
的
拍
車
期
間
間
告
会
築
工
て

二
十
年
以
上
〈
削
開
脳
同
年
金
者
会

む
と
き
一
一
十
五
年
以
上
)
あ
る

こ
と
。隊

一
年
十
…
年
共
済
九
移

合

計

二

十

年

附
時
移
八
年
持
横
八
年
制
闘
年
九
字

合

計

二

ト

五

年

通
算
年
金
制
制
度
が
行
な
わ
れ

た
総
和
三
十
六
年
四
月
…
自
に

す
で
に
ゆ
・
総
与
に
な
ら
れ
て

い
た
方
は
、
ニ
十
掠
・
〈
二
十
浪

部T
)

と
い
う
帥
期
間
を
』
璃
た
ゆ
?
に

閉
山
畿
な
場
合
が
あ
り
ま
す

P

そ
こ
で
侃
税
込
的
鋳
綴
と
し
て

特
例
が
あ
り
.
ま
す
。

受
給
資
総
期
間
も
こ
の
二
十

年
〈
二
十
五
等
)
は
、
十
年
(
大

正
五
年
州
問
月
一
銭
以
擦
に
飽
食

的
方
)
ま
で
、
生
年
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
同
閣
総
き
五
て
い
ま

す
G

へ
つ
づ
〈
)

鯵
同
月
第
一

a

二
一
水
制
明
間
叫
に
中
市

役
所
市
市
民
ホ
ー
ル
で
蛸
制
緩
・
乎

続
き
を
受
け
て
い
ま
す
。

〈
間
同
緩
和
十
会
議
)

三
月
例
会
H
H

，
子
幾
同
時
的
経

由
民
的
ふ
る
塁
と
し
て
有
名
な
関
職

土
自
民
的
成
金
訪
ね
ま
す
。

線
内
の
文
ル
山
掛
町
・
京
協
鳴
を
ど

か
ら
発
欄
糊
さ
れ
た
土
器
等
の
綴

緋
H-
さ
れ
て
い
る
，
尚
で
す
。

軍
随
時
三
例
月
十
六
8
(
門口)

曹
線
合
嶋
崎
諸
問
我
孫
子
駁
改
札

ロ
午
約
九
時
十
分

午
前
九
時
三
十
一
一
分
発
成
機

行
楽
総
〈
湖
北
・
お
後
方
滅

的
方
は
、
こ
の
電
事
的
ゴ
華

街
に
恭
一
阜
L
て
〈
だ
き
い
も
}

智
コ
ー
ス
成
隠
油
開
後
食
釈

i

蜘
閥
均
寺
(
部
腕
火
薬
師
抑
制
間
然
)

i
ぬ
本
部
山
町
ぷ
1
山
容
摩
中
白
域

掛貯

i
成
開
制
山
山
公
開
捌

i
間
関
欽
成

約
緩
ま
で
約
十
三
加

軍
持
ち
蜘
問
弁
幾
・
本
拘
同
・
時
間

問問
e
そ
の
総

V
滋
曲
細
胞
珂
疲
労
修
一
一
緩
総

八
八

i
y品
五
六
凡

{
教
務
委
腕
科
会
〉

濯

でお
関
り
の
方
へ

相
咋
鈎
月
輪
開
一
十
一
線
誌
に
一
務
総
セ

ン
タ
ー
に
て
、
午
前
九
時
か
ら

十
…
締
ま
で
湘
倒
晴
晴
樹
相
談
を
行
な

っ
て
お
守
ま
す
。

備
問
答
で
絡
ん
で
お
ら
れ
る
方

は
、
ぜ
ひ
柑
相
殺
し
て
〈
だ
寄
い
。

(
即
時
餓
隷
)

ま
で
に
車
競
し
て
下
さ
い
。

口
市
中
綿
聞
に
必
要
な
綴
綴

1
.
一
一
戸
籍
臨
脚
本

2
、
品
協
凶
開
票
総
本

3
、
潟
等
学
校
入
学
教
に
つ
い

て
は
、
入
学
を
認
品
開
明
す
る
議

開閉く
わ
し
〈
は
厚
生
網
開
修
生
係

市
内
線
〈
一
一
九
九
〉
ま

P
お
問
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
会

(
問
時
金
談
)

母
子
家
纏
め

児
癖
織
に
入
学
説
金

今
年
mw
四
月
い
い
小
学
校
p

中

学
校
・
潟
等
学
校
い
い
入
学
き
れ

る
母
子
家
的
臨
時
児
笈
に
入
学
祝

金
五
千
同
門
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

時
掛
仙
沼
容
れ
る
セ
り
は
一
一
一
月
七
担

…
…
一
月
肉
毅
滋
品
鴨
川
同
‘
間
惜
如
判
開
問

十
九
年
九
月
生
れ
と
十
鴫
一
月
生

れ
で
す
。

相
関
人
描
坤
向
聞
を
苦
し
あ
げ
ま
す

が
、
そ
の
他
的
方
も
数
寄

η
町

会
場
を
ご
制
判
岡
町
下
さ
い
。

時
間
同
川
、
い
ず
れ
の
会
場
も

ギ
約
九
時
ぷ
十
分
か
お
十
一
J

時

ま
で
と
‘
午
後
一
時
か
ら
一
一
日
時

ま
で
で
す
e

母
子
手
総
を
お
れ
ず
に
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

a程
uu
、
カ
レ
ン
ダ
ー
参
附
m
e

(
同
時
鍋
間
総
}
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